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1080人の児童で狭くなった運動場（西合志東小）

今
村
　
直
登 

議
員

戦
争
す
る

　
国
づ
く
り
に
反
対

今
村
　
安
倍
政
権
の
暴
走
が
続
い
て
い
る
。

昨
年
末
の
秘
密
保
護
法
の
ゴ
リ
押
し
制
定
、

教
育
委
員
会
法
の
改
悪
等
を
あ
げ
れ
ば
き

り
が
な
い
。
日
本
は
戦
後
69
年
間
、
自
衛

隊
と
い
う
実
力
組
織
は
あ
っ
て
も
外
国
人

を
殺
さ
ず
、
自
衛
隊
員
も
殺
さ
れ
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
憲
法
9
条
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

こ
れ
を
根
底
か
ら
崩
そ
う
と
い
う
の
が
、

今
度
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
解
釈
改
憲

で
あ
る
。
こ
の
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
、

市
長
及
び
教
育
委
員
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

近
隣
諸
国
と
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題

も
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と
国
民
の
信
を
問

う
こ
と
、
国
民
に
理
解
を
求
め
る
努
力
を

や
る
べ
き
だ
。

教
育
委
員
長　

戦
争
放
棄
と
い
う
現
行
憲

法
が
あ
る
以
上
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。

今
村
　
私
た
ち
が
冷
静
に
考
え
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
敵
対
的
相
互
依
存

と
い
う
実
態
だ
。
例
え
ば
、
中
国
は
押
さ

え
て
も
押
さ
え
て
も
、
民
主
化
の
波
が
起

き
て
く
る
。
そ
こ
で
国
民
の
目
を
外
に
向

け
さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
日
本
と
の
尖
閣
問

題
等
を
利
用
す
る
。
日
本
も
中
国
の
対
外

的
な
問
題
を
利
用
し
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
に
結
び
つ
け
る
。
し
か
も
、
憲
法
を
変

え
る
の
で
は
な
く
、
解
釈
改
憲
で
行
う
と

し
て
い
る
。
そ
こ
で
伺
う
が
、
立
憲
主
義

と
は
何
か
。

総
務
課
長　

立
憲
主
義
と
は
、
権
力
者
の

権
力
乱
用
を
抑
え
る
た
め
に
憲
法
を
制
定

す
る
こ
と
で
あ
る
。
憲
法
は
国
民
か
ら
権

力
側
に
対
す
る
権
力
制
限
規
範
で
あ
り
、

国
家
権
力
は
そ
の
憲
法
に
従
わ
ね
ば
な
ら

な
い
の
が
、
立
憲
主
義
の
考
え
方
で
あ
る
。

今
村
　
憲
法
第
99
条
に
「
天
皇
又
は
摂
政

及
び
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官
そ

の
他
の
公
務
員
」
は
憲
法
を
尊
重
し
、
擁

護
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

を
一
内
閣
の
解
釈
で
行
使
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
は
、
正
に
立
憲
主
義
を
根
底
か

ら
覆
す
も
の
で
あ
る
。
日
本
共
産
党
は
戦

争
反
対
の
党
で
あ
り
、
絶
対
認
め
ら
れ
な

い
。
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坂
本
　
早
苗 

議
員

児
童
・
生
徒
数
の
増
加

対
策
を
早
急
に
！

坂
本　

本
年
4
月
は
、
合
併
時
の
平
成
18

年
に
比
べ
、
小
学
校
8
6
5
人
、
中
学
校

１
2
2
人
の
児
童
生
徒
数
が
増
加
し
て
い

る
。
本
年
は
22
教
室
が
建
設
予
定
で
、
プ

レ
ハ
ブ
の
仮
設
教
室
も
一
時
的
に
設
置
さ

れ
る
。
市
長
は
今
後
も
民
間
の
住
宅
開
発

を
誘
導
す
る
と
言
わ
れ
る
が
、
学
校
建
設

に
つ
い
て
早
急
な
方
針
が
必
要
で
は
。
2

年
を
め
ど
に
結
論
を
出
す
の
か
。

市
長　

そ
れ
ま
で
に
は
ど
う
に
か
方
向
性

を
出
し
た
い
。

坂
本　

学
童
保
育
も
急
激
な
増
加
が
続
い

て
い
る
。
4
小
学
校
で
第
2
学
童
ク
ラ
ブ

室
を
数
年
前
に
増
築
し
た
が
、
す
で
に
第

3
学
童
ク
ラ
ブ
が
教
室
を
借
り
て
始
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
教
室
を
借
り
て
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

学
校
の
教
室
増
築
に

合
わ
せ
て
学
童
ク
ラ
ブ
室
も
一
緒
に
建
設

で
き
な
い
か
教
育
委
員
会
と
協
議
を
行
う
。

合
志
南
小
に
つ
い
て
は
、
１
年
間
は
三
つ

の
木
の
家
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

坂
本　

来
年
度
か
ら
全
小
中
学
校
で
フ
ッ

化
物
洗
口
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
る
。
大

半
の
子
ど
も
は
虫
歯
が
１
本
も
な
い
。
食

後
の
歯
磨
き
が
で
き
て
い
れ
ば
薬
を
使
わ

な
く
て
も
虫
歯
に
な
ら
な
い
。
歯
磨
き
指

導
の
ほ
う
が
簡
単
で
安
全
で
お
金
も
か
か

ら
な
い
の
で
は
。

学
校
教
育
課
長　

学
校
で
集
団
実
施
す
る

こ
と
が
一
番
確
実
で
予
防
に
な
る
。

坂
本　

30
％
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
さ
ま

ざ
ま
な
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
し
て
い
る
。
こ

の
子
ど
も
た
ち
に
も
安
全
と
言
え
る
の
か
。

教
育
長　

フ
ッ
化
物
の
害
が
0
と
は
言
え

な
い
が
、
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
は
大
き
な
害
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。

坂
本　

女
性
管
理
職
が
１
人
か
ら
4
人
に

増
え
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
を
決
め
る
政
策
部
に
課

長
補
佐
さ
え
い
な
い
。
こ
の
部
署
に
こ
そ

女
性
の
視
点
が
必
要
で
は
。

市
長　

何
部
と
い
う
こ
だ
わ
り
で
は
な
く
、

女
性
の
方
に
総
合
支
援
職
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

 

神
田
　
公
司 

議
員

教
育
委
員
会
は
小
中
学
校
の

分
離
・
新
設
の
決
断
を
！

神
田　

昨
年
示
さ
れ
た
生
徒
児
童
数
推
計

で
、
今
年
度
（
5
月
１
日
現
在
）
合
志
南

小
が
4
人
多
い
8
0
0
人
、
西
合
志
東
小

が
4
人
少
な
い
１
，0
8
0
人
。
推
計
ど

お
り
の
現
状
を
踏
ま
え
、
土
地
利
用
計
画
、

池
尻
地
区
の
開
発
計
画
も
踏
ま
え
る
と
、

学
校
を
分
離
・
新
設
す
る
以
外
に
な
い
。

学
校
教
育
課
長　

今
の
と
こ
ろ
学
校
敷
地

内
で
の
増
設
が
可
能
で
あ
る
。
今
年
度
が

南
ヶ
丘
小
学
校
4
教
室
、
西
合
志
中
央
小

2
教
室
、
合
志
中
と
西
合
志
南
中
6
教
室

の
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
西
合
志

東
小
4
教
室
、
西
合
志
南
小
学
校
2
仮
設

教
室
を
予
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
合
志

南
小
で
開
発
等
を
加
味
し
て
8
教
室
の
増

築
、
西
合
志
南
で
6
教
室
の
増
築
を
計
画

し
て
い
る
。

神
田　

平
成
31
年
度
、
合
志
中
は
9
4
5

人
、
西
合
志
南
中
9
6
2
人
。
教
育
委
員

会
と
し
て
、
分
離
・
新
設
を
決
め
、
市
長

に
提
案
す
る
こ
と
が
今
の
最
大
の
仕
事
で

は
な
い
か
。

教
育
長　

児
童
生
徒
数
が
増
加
を
し
て
い

る
の
は
確
か
。
毎
年
教
室
の
増
築
を
計
画

し
て
実
施
を
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
、

開
発
等
の
こ
と
が
な
か
な
か
予
測
で
き
な

い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
部
局
と
相
談
を
し
な

が
ら
、
判
断
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

神
田　

長
時
間
労
働
者
集
計
デ
ー
タ
で
は
、

非
常
に
規
模
の
大
き
い
学
校
に
長
時
間
労

働
が
集
中
し
て
い
る
。
中
学
校
は
常
態
化

し
て
い
る
。
い
つ
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
を
整
備
す
る
と
い
う
本
来
の
教
育
委

員
会
の
仕
事
を
す
る
の
か
。
協
議
は
３
年

間
続
け
て
き
て
い
る
で
は
な
い
か
。
教
育

委
員
会
と
し
て
決
断
を
し
、
仮
に
市
長
が

嫌
な
顔
を
し
た
と
し
て
も
、
見
解
を
出
す

べ
き
だ
。
な
ぜ
決
断
し
な
い
。

市
長　

嫌
な
顔
は
し
な
い
。学
校
の
施
設

等
に
関
し
て
も
結
論
を
出
す
と
言
っ
て
い
る
。

今
回
、方
向
性
を
出
す
た
め
の
デ
ー
タ
等
も

取
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。必
要
性
は
十

分
わ
か
っ
て

い
る
。
教
育

委
員
会
の
方

か
ら
随
時
私

も
言
わ
れ
て

い
る
。
悪
い

と
す
る
な
ら
、

私
の
決
断
だ

ろ
う
。

　御
代
志
地
区
の
開
発

尾
方
　
洋
直 

議
員

尾
方
　
今
回
御
代
志
地
区
区
画
整
備
事
業

が
先
導
的
官
民
連
帯
支
援
事
業
と
し
て
、

指
定
を
受
け
た
。
市
民
と
の
合
意
形
成
に

向
け
た
準
備
に
つ
い
て
伺
う
。

政
策
課
長　

4
月
に
政
策
部
内
政
策
課
に

ま
ち
づ
く
り
班
を
設
置
、
職
員
4
名
で
具

体
的
な
土
地
区
画
整
理
に
つ
い
て
進
め
て

い
く
。

尾
方　

家
庭
、
職
場
、
地
域
、
防
災
に
つ

い
て
、
防
災
意
識
の
高
揚
に
向
け
た
啓
発

の
強
化
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

総
務
課
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
学
校
単
位

の
総
合
訓
練
を
毎
年
実
施
す
る
こ
と
で
啓

発
に
つ
な
げ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
地
域

防
災
力
向
上
研
修
会
の
開
催
や
自
主
防
災

組
織
の
設
立
に
向
け
た
啓
発
の
出
前
口
座

な
ど
を
実
践
し
て
い
る
。

尾
方　

学
校
教
育
に
お
け
る
防
災
知
識
の

普
及
、
そ
し
て
管
理
者
の
指
導
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
審
議
員　

市
内
全
て
の
小
中
学
校
で

防
災
計
画
に
沿
っ
て
防
災
教
育
、
避
難
訓

練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
火
災
発
生
、
地

震
発
生
、
不
審
者
侵
入
に
よ
る
避
難
訓
練
、

ま
た
水
防
対
策
と
し
て
、
教
師
引
率
に
よ

る
集
団
下
校
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
学
校

火
災
の
避
難
訓
練
で
は
火
災
発
見
か
ら
の

通
報
、
初
期
消
火
訓
練
、
避
難
の
仕
方
等

に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
管
理
指

導
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
か
ら
の
通
知
を

基
に
校
内
体
制
の
確
認
、
見
直
し
を
図
っ

て
い
る
。

尾
方　

異
常
気
象
に
よ
る
竜
巻
、
集
中
豪

雨
等
の
自
然
現
象
に
簡
易
の
小
型
観
測
機

で
予
想
で
き
る
と
気
象
庁
の
関
連
で
聞
い

た
が
、
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

総
務
課
長　

気
象
に
つ
い
て
の
各
情
報
は

九
州
管
区
気
象
台
か
ら
の
詳
細
な
防
災
情

報
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
か
ら
の
気
象
情
報
は
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
で
入
る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
観
測
機
導

入
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

　

 　

学
童
保
育
も
待
っ
た
な
し

政
策
部
に
女
性
管
理
職
が
必
要

災
害
防
止
対
策

集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て

虫
歯
の
な
い
子
ど
も
に
も
フ
ッ
化

物
洗
口
を
す
る
の
？


